
1

【図解】 新規開講 アクティブ・ラーニング科目

「教養ワークショップ」とは

教養教育機構 教養基盤科目部門
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アクティブ・ラーニング科目

スタートアップセミナー ＋ 教養ワークショップ

カリキュラム上の位置づけ

http://www.mie-u.ac.jp/department/la-ars/policy.html

自律的・能動的学修力の基盤となるコミュニケーションの４要素
「聞く」「話す」「読む」「書く」の能力の育成を目的としています。

「聞く」「話す」 「読む」「書く」
グループワーク、プレゼンを主体とした授業 新書（論説文）を読み書評（論説文）を書く授業

（１年前期） （１年後期）
新規



3

学習の目的

図書や文献を読むこと、文章を作成することは、情報収集、情報発信の一般的な

形態で、自律的・能動的学習力の基盤となる「読む」「書く」能力を育成することを目

的とします。前期のスタートアップセミナーで培った「聞く」「話す」能力と統合し、知的

コミュニケーション力の獲得を目指します。

情報発信の
幅を広げる

情報収集の
幅を広げる

「聞く・話す」＋「読む・書く」 → 読み書きで対象は大きく広がる

アウトプットを
前提に
思考する

成書の情報を
元に思考する

読む 書く
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教員のファシリテーションの下、半期で新書（基本的に論説文）を一冊以上読んで、

書評を書きます。文章の読解、要約、作成に関する解説に加え、スタートアップセミ

ナーで培ったグループ学習も取り入れます。1クラスは30名程度とし、５×６班にわけ

ます。学生は毎回読書シートを作成しつつ本を読み、読書シートに基づく討論や書評

のピアレヴューを班で行います。

授業の概要

手書きのメモを
取りながら読む

内容を班で議論、
書評をレビューする新書(論説文)

を教材とする

書評を
作成する

※ 単なる感想文ではなく、
他者に紹介するべく、
的確な内容の要約と

自らの見解が論理的に
述べることを目指します

書評の作成を通じて、「読み」「書き」を鍛えます！
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教材となる新書について

教材となる新書は、学部の教員が推薦する課題図書のリスト（学生も新規に推

薦可）の中から選びます。場合によっては「ビブリオバトル」（下図）と呼ばれる投票

によって選択され、学生の興味・関心が高い本を選ばせる方法もあります。

学部教員が推薦する課題図書リスト
（学生も新規に推薦可）から選ぶ

『ビブリオバトル（知的書評合戦）の流れ』
―人を通じて本を知る、本を通じて人を知る―

http://www.bibliobattle.jp/

班で同じ本を読み
それぞれが書評を書く

＜本の選び方の例＞
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授業計画

半期全１５回は、原則的に①新書を読む、②書評を書く、③書評を改訂・査読す

る、３つの期間に分かれます。学生が読んだり、書いたりする間に、「本の選び

方」「読み方」「書き方」に関する関連講義・演習を行います。

書評を最終レポートとして課すのではなく、査読・改訂の過程が入ります。

回数 内容 備考

１ ガイダンス

２ 本を用いた自己紹介 第１回ビブリオバトル

３～５
読解法、書評の構成などについての
講義・演習

①各自が本を選び読みます。

６ 書評を書くための本を班で選ぶ 第２回ビブリオバトル

７～１１
班で読み合わせ → 書評の原案の完成
書き方についての講義・演習

②各自が本を読み書評の原
案を書きます。

１２～１４ 書評の査読・改訂 ③各自がコメントを参考に
書評を改訂します。

１５ 完成した書評の回覧・総括

＜ビブリオバトルを導入した１例＞
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シラバス（参考） 2014年度の試行で行われた授業のシラバス例です。
実際は一部変更されています。
詳しくは、教養教育機構にお問い合わせ下さい。
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